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延べ515名が参加する「アマモ場再生活動」に密着！ 

 東京ガス株式会社（以下、「東京ガス」）は、金沢八景-東京湾アマモ場再生会議が行うア

マモ場再生活動に賛同し、「森里海つなぐプロジェクト（以下、本プロジェクト）」の一環として
昨年からこの活動に参加しています。このNEWSLETTERでは、2018年5月20日（日）、横浜市
の「海の公園」で行われた活動の様子や本プロジェクトの概要についてお伝えします。 

本プロジェクトは地球温暖化防止に向けた対応として、私たちの暮らしを豊かにしてくれて
いる「森」、「里」、「海」を守る環境・社会貢献活動です。 

地球温暖化防止等に寄与する近年注目の「アマモ」を知っていますか？ 

2017年の開催から延べ515名が参加！ 

 2017年6月に初めてアマモ場再生活動として花枝採取を行い、2017年11月にはアマモの
種蒔きを実施、今回5月20日の活動とあわせて東京ガスグループ社員とその家族を中心に
一般申し込みを加えた活動参加人数は延べ515名となりました。 
 東京ガスは国連で採択された「持続可能な開発目標（SDGs）」を念頭に2030年度まで継続

してこのような環境・社会貢献活動を行う予定で、本プロジェクトを通じ持続可能なまちや暮
らしに貢献してまいります。 

当日の活動・参加者の様子 

開会式 
参加者は熱心に耳を傾けていました！ 

アマモの花枝採取の様子① 
親子でがんばりました！ 

アマモ花枝採取の様子② 
「アマモってこういう植物なんだ！」 

集合写真 
みんなで楽しく、環境貢献活動ができました！ 
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 本プロジェクトでは、今後もお客さま、自治体、ＮＰＯなどとの「つながり」を広め、深めなが
ら、持続可能なまちや暮らしに貢献してまいります。 
http://www.tokyo-gas.co.jp/env/tsunagu/ 

 アマモは浅い海底に生える種子植物です。光合成を通じてCO2を吸収・固定し地球温暖

化対策になる他、水質浄化や水中の生き物が隠れるための場・産卵の場を提供し、生物
多様性保全にも寄与することから近年注目されています。本プロジェクト以外にも宮城県松
島湾、千葉県三番瀬、広島県広島市など、日本各地でアマモ場再生による環境貢献活動
が行われています。 

海洋環境専門家がアマモ場再生を指南 

そもそも「アマモ」ってなに！？ 

 当日はテレビ番組出演でもよく知られる海洋環境専門家の木村尚（きむらたかし）氏進行
のもと、参加者はアマモの種が付いている花枝（かし）採取を行いました。参加者からは「今
回は波で水の透明度が低く、手探りでアマモを探したが結構難しかった。」「環境のため役
立てると思って、がんばって採った。」などの声が聞かれました。今回採取した花枝は水槽
の中で数か月熟成させ、落ちてきた種を集めて11月頃に海中に播き、アマモを増やしてア 
マモ場再生につなげていきます。 
※2017年初回以来の延べ花枝採取実績：１８００本 

海のことを学び、そしておいしくいただきました 

 花枝採取の他にも、曳き網を行なって網に入った海の生き物の観察を行ったり、地元漁師
の斉田芳之氏のお話しを聞くなど、アマモや海などの自然と人びとの暮らし、その関わり合
いについて理解を深めました。 

またお昼も近づいた活動の終盤には、海と自分たちの暮らしのつながりを感じていただくこ
となどを目的に、地元金沢湾産のワカメと横浜市内の味噌蔵の味噌を使った地産地消の味
噌汁を提供しました。参加者からは「横浜でワカメが採れることを初めて知った。」「活動で冷
えた体に味噌汁がありがたかった。」という声が上がりました。 

東京ガスグループはこれからも環境・社会貢献活動に取り組みます！ 

「生き物の世界に学び、お互いを尊
重しあい、支え合う社会づくりに共に
取り組みましょう！」 （開会式にて） 

アマモの花枝 
アマモ 

木村 尚 氏 
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東京ガスの「森里海つなぐプロジェクト」概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①森林保全とバイオマス利用 

    

：気候の安定に大きなはたら

きをする海洋。我々の使った水が流

れ着く場所であり、水は限りのある

大切な資源である。 
 

    

：山地とまちの境に位置し、

薪炭などの供給地として、かつては

人の手が入った自然環境。開発が進

んだり、荒れている里山がある。 
 

 

：首都圏で使う水の供給地で

あり、ＣＯ2吸収や水源涵養などで重

要な環境。林業の衰退により、手入

れも十分ではない森が多くある。 

 

③海の森づくり 

②里山保全とバイオマス利用 

①助成 自治体などの森林整備事業への助成など、「森」、「里」を守る活動を支援します。 

②ボランティア活動 
東京ガスグループ所属員およびその家族などによる、環境保全ボランティア活動を行います。
２０１８年度は「アマモ場再生による海の森づくり」を５月と秋期に実施し、「海」を守る活動を支
援します。※1 また、下期には「里」を守る活動も予定しています。 

③東京ガスのポイント 

サービス「パッチョポイント」※2

による寄付 

お客さま一人ひとりに、より身近に感じていただける環境・社会貢献活動を目指し、本プロジェ
クトへの寄付として「パッチョポイント」交換メニューを設けています。お寄せいただいた寄付は、
「森」、「里」、「海」とそれらをつなぐ「川」で環境・社会貢献活動を行っているＮＰＯなどへ寄付し
ます。 

※１：ＣＯ２吸収源として注目され生物多様性の保全にもつながるアマモについて、ＮＰＯ法人海辺づくり研究会の協力を得
てアマモの花枝採取と種蒔き活動を実施します。 
※２：myTOKYOGAS会員さま向けのポイントサービスです。ご利用には会員登録が必要となります。 東京ガスの各種サービ

スのご利用や、キャンペーンへの参加により、「パッチョポイント」がたまります。たまったポイントを使って、オリジナルグッ
ズや提携ポイントへの交換などにもご利用いただけます。本プロジェクトへの寄付は１００ポイントから受付けます。 


